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地域の概要・課題

国立研究開発法人
防災科学技術研究所

地震津波火山観測網に関する対策

120 地震津波火山観測網に関する対策

防災科学技術研究所が運用する地震・火山観測施
設のうち、停電時に観測継続が１日に満たない旧型機
器があります。

また、南海トラフ周辺の海域では、今後30年以内に
M8～9クラスの地震が70～80%の確率で発生すると
されるところ、想定震源域のうち観測網の空白域となっ
ている海域があります。

防災科学技術研究所が運用する地震・火山観測施
設のうち停電時に観測継続が１日に満たない旧型機
器等について、新型機器に更新しています。

また南海トラフ周辺海域における観測網の空白域（高
知県沖～日向灘）に南海トラフ海底地震津波観測
網（N-net）を構築し、令和６年度中に観測データの
取得及び気象庁等への提供を進めます。

防災科学技術研究所が運用する地震・火山観測
施設のうち旧型機器を新型機器に更新することで、
電力供給停止後、７日以上にわたってデータ収録・
送信等が可能となり、災害に伴う停電時等において
も、緊急地震速報等を安定的に発信できる状態と
なります。

また、南海トラフ海底地震津波観測網（N-net）
の整備により、最大20分程度早く津波を直接検知
できるようになる等、地震・津波の早期検知等により
被害軽減につながります。

⚫ 停電時の観測時間が１日に満たない旧型機器等を新型機器に更新し、
停電時も緊急地震速報等に必要な観測データを安定的に発信

⚫ 南海トラフ周辺海域における観測網の空白域に観測網を構築し、地
震・津波を早期検知

観測網の構築や観測機器の更新によ
り、災害の早期検知や停電時の観測
の継続・情報発信を実現する（全国）
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▲南海トラフ海底地震津波観測網
（N-net）の設置図（イメージ）
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事業の概要

見込まれる効果

5-1）テレビ・ラジオ放送の中断や通信インフラの障害により、インターネット・SNSなど、災害時に活用する
情報サービスが機能停止し、情報の収集・伝達ができず避難行動や救助・支援が遅れる事態


